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日本語・日本人・日本文化論一言語理論から教育現場まで

司会::lff伴子

通訳:iit ~'~智子

ジュヌヴィエーヴ・ザラト(フランス国立東洋言語文化学院)

細川英雄(早稲岡大学)

牧町・成一(プリンストン大学)

RE:今日はこの 3人の講師の先生方が言必教育における文化の扱い等について、それぞれ

巡った視点からお話・ししてくださいましたが、このす，;tiJ\~lìのスターティング・ポイン卜

といたしまして、まず各先生方に、{也の先生方のご挑むiiについてのコメント、感想、

あるいは質問などを挙げていただき、そこで出てきた論点を中心に討議していきたい

と思います。では、識がiのjllN帯でまず細川先生お願いします。

細川:私の教育研究は、外側から枠組みとして社会を見るという観点を疑おう、というと

ころから始まっています。何人個人の行為者としての目から一内側から社会を見、そ

してもちろん枠組みとしての社会も操り返りつつ、そのI両者の往還の中で考えていく

必要がある、というのが今日の話の一番のポイントだと思います。そういう観点、から、

牧野さノr一一今日はもう「さんJで通させていただきますけど、牧野さんの話を伺っ

ていて、一番私がi主干n感を感じたのは「自分がi面白いと思った凶材を教材lこするj ど

いうことです。その日f1姐刊:について、牧田tさんどうお考えか、というあたりを向いた

。、
E
L
M
-

牧野 確かにおかしし、かもしれませんが、一つは先ほど最初に巾し上げましたように、ア

ニメというものは学生が好きなんですよね。ほとんどの学生が好きです。で、アニメ

を教材にするという冒険をとる，iijに、もちろん学生にアンケート調査をしています。

そんな中で、やっぱり一帯見ているアニメのひとつは『千と千件のtjllむしJだったん
ですね。官、も、日本語教育上も、個人的な即出としても、非常に好きなんですね。極

端な話、学生が好きでも教師が嫌いな場合はどうするか。そうしづ問題も一般論とし

てはありうると思いますが、それはやっぱりちょっと悶りますねり -部良いのは両方

が好きというもの。そういうのを教材として使いたい、というのはあります。

ザラト:3つの講演に共通する点を挙げたいと思います。第一は、文化というものを我々

はみんな、←応はコードとして受け止めているということですね。{りかの柄造、シス

テムという言葉を使ってもいいと思います。そういう促え方に閉じては、 3人一致し
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ていると思いますω それから第二の点ですが、 3人とも、視点(どこから物を見るか)

ということを非常に重視しています。ただ.この「視点 (pointde Vlle) Jという言葉

の下にみんな同じことを解釈しているかどうかということについては、私はち上つ左、

疑問だと思い主す。それから第三の点ですが、男H論市iからアタァクするか、実際的な

面からアタックするか等の迎いはあるにせよ、見えない文化といいますか、その

impliciteというものに挑i践しているということは共泊している点だと思います。

私もまず牧野先生にひとつ質問なんですけれども、牧野先生と私は、背景になってい

る関連分野が全然逃・うと思うんですね。私は社会科学系のものを背j止として色々と原

理や概念を借りてきたりなどしているんですが、牧野先生のお話にはヱコーロサイエ

ンス、脳の学問やバイオソシオロシーといったおi活が出てきていました。ということ

はやはり、私たちそれぞれが話していることの背鼠ーには、やはり相当ずれがあると思

います。ですから同じ言採を使っていても、必ずしも同じ意味でその言葉を使ってい

るとは言い切れないのではないでしょうかω 例えばさっきもチョムスキーの話が出て

きましたけれども、チョムスキーは言訟は人間の持って生まれた機能である、という

ようなことを言っています。しかし社会科学的な見地に立ちますと、人間が持って生

まれたものっていうのは、認められませんaそれが疑われています。社会科学的には、

すべては文化的に拙築されているものである、というような考え方のほうが強いわけ

ですねっ細川先生と布、はl百lじような地盤を持っていると思うんですけれども、牧野先

生、私達(ザラト・剤IlJI J)の講演をお/J¥Jきになって、やはりそういったことをお感じ

になりましたか。

牧野:そうで寸ーね。官、のパックグラウンドはz?語学です・から、そこが同:かに決定的に一つ

追うかもしれませんね。社会学的なアプ口ーチでは、すべて生まれてから人川の行動・

思考が決まるということですが、これは今の時代υ …・。私は!悩科学の専門ではありま

せんが、いろんな発見されたものに自を配つてはいます。言語現象に附していえば、

今、語版であるとかメタファーの能力というものが、遺伝子の中に組み込まれている

ということがわかってきています。どうしてわかるかというと、基本的にはl崎容、脳

昨苔を受けた人の言うことからですね。メタファーが使えない人間が存在する、とい

うのには私は非;常にびっくりしたわけですけれども、そういう研究を見ていると、や

はり我々の言語活動に-せよ、それから例えば甘えのような普通の文化行動にしろ、生

物体がゼロで、全く白紙で・生まれてくるっていうのは考えられなし、です才み言語学の

場合ですが、かなり11i:用関係のない， I・語11¥1であっても、共通のメタファーは多いに存

在します。たとえば耳を貸してくれ・耳を借りる、という表現は英語でもそのまま言

えますし、中国語でも韓国語でも言えるんですね。そういう例を今 500くらい集め

てるんですけれども、そういうことからすると、基本的に人1mの思考の仕方というの

は先天的である、と言わざるをえません。~ .i話学者はメスを使うわけにはし、かないん
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ですが、見えるものから婚前}して、見えないもの・脳科学で発見してくれているよう

金ことにもやっぱり注意を向けないと、人間の文化現象っていうのは、究櫨的にはよ

くわからないのではないのではないか、とそれが私の基本的な車場ですね。社会学が

先天的なものをー欝人間の思考・行動について認めないとなると、確かに、非常にギ

ャップがあります。

誤解をされると図るんですけれども、それじゃあ文化現象・雷諾現象、すべて先天的

に決まりかというと、そう乙ゃないんですね。大枠は決まってくるけれども、我々は

実際のある風土に生れ落ちるわけですから、当然その風土の影響で、かなり文化が変

わってくるということはありますよね。だから表部に見える文詑の現象というものは、

風土との関数で変わってくるのではないかと患います。ぞれからもう一つ、脳科学で

わかったことですが、ミラーニューロンというのが発見されてるんです。もう 10年

以上前だと，患います。これは謹白いことに人間立しか牟いんですけども、真説るとい

うニューロンなんですね。だから訟が苦を出すと、小さい子供だったらば、苦を出す

んですねa あ、そうだ。チンパンジーまでは出来るんです。それ以外はできない。瀦

はできないし犬もできません。で、そういうミラーニューロンというのは恐らく言語

学習にも非常に議喪だし、だからこそパターンプラクティスは、機敏的であってもあ

る程度宥換なのではないでしょうか。文化現象もそうだと息います。後天的なものも、

決して私は若手定はしません。

ザラト:あんまり本題から離れてしまってもいけないんですが、一つだけ雷わせていただ

きますと、社会学というものは fすべてが生まれ落ちてから始まるJというような考

え方だけではないんです。ジニ広ネレ…ションを超えて伝承するということに詮関する

わけですから、 f個人鏑人が生まれ落ちてゼロから始まるjという考え方ではないとい

うことを強調しておきたいと，思います。また、社余学の中では、いわゆる病理学的な

簡を研究する社会学というのもあちますので、病気の入者硬究して、そこから追跡し

て、果たしてそれだけでいいものかというような疑問も多少残ると患いますが一…ーあ

まり本聴から離れてもいけないので震しますが、ともかく、静様にfこういうE誌に我々

のパックグラウンドがそれぞれ選出ということを知っていただくのは、なかなか脊

意義なことではまいかと思います。

牧野:今ザヲト先生のおっしゃったよう託、我々の3人のパックグラウンドが違うから笛

自いと思うんですよね噂まったく間じで、まったく意見方支持乙だったら討論にならな

いわけで、そういう意味では私は非常に楽しいです。組)11先生とザラト先生に紫問を

させていただくと、先ほどザラト先生によると f締'111先生もコード安認めていらっし

ゃるJとUうことでしたが、それでよろしいんですか。

細)11: :コ}ドのようなものがある、ということは認めたいと，思っています。ただ、簡単に
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aこのコードはこうですよJと言って取り1:1:'.せるものではない、と考えているという

ところが、たぶん牧野さんと溢うところですね。

牧野:コードのようなものっていうのはですね、コードとはやはり大分述うんですね。 :[1，

とは、だからそこは、意見は逃うと思います。私はやっぱり Iちょうど言活にコード

があると同じように文化にもコードがあるj と。ただその全貌はまだ問んでいなし、ど

ころか、本当に氷山の一角しかわかっていないですが。恐らく最終的にはジェネティ

ックコードに還元されていくんではないか、というのは私の予怨ですけれども、まあ

だから、やはりはっきりとしたコードがあるんではないか、ど。例えば音楽。これは

文化現象ですけれども、これに閲しても脳科学者たちは音楽っていう遺伝子がある、

と。音楽を保っているリズム感とか、全体のトーンである左か。だからもちろん言却

によって surfaccはずし、ぶん逃うんですけども、やっぱりそういうことで、だから、

コーlどのようなもの、ごときものっていうと、コードとはちょっとまた違うかなあ、

と思いますが、その点は、そういう窓味でははっきりしたので、それはいいかなぁと

思いますね。

細川1:怖かに牧野さんがおっしゃったところが一書逃うと思うんです‘。なぜιがコードの
ようなもの、とrlJし上け?るかというと、それが@めるならば附i単に人間もどきが作れ

るから、ということです。つまり f言引比文化にそれぞれのコードがあって、そのコ

ードが提示でき、これを:Q;えさえすればその言葉がi貼れるようになる、その文化を体

得することができるJということがあるならば、簡単に人間もどきが作れるはずです。

ところが、私達にはそれは出来ない、恐らく永遠にできないという前提で私はものを

考えたいc もちろん言語学者なり文化午者なりが、 I私は発見したjと言ってコードの

ようなもののー側面を見つけることはできるかもしれない。しかしそれは一部にすぎ

ない、ということですね。

牧野:人間もどきが、本当に出来ないヵ、実は出来るか、その辺も今はクローンができる状

況の11寺代になってきてますの、らーーもちろん色λ'倫理的な問題も絡んでますから、そ

う簡単にはできないでしょうけど一ーモデルを考えるというのは非桁'に重要な問題だ

と思うんですね。もし人間のようなものを無から造ろうとしたならば、一体どうやっ

て造るかということです。言詰m.iiliの非前に鋭敏な観;:~~が製るだろうし、文化コード

の鋭敏な分析が要るだろうと思いますね。だけどちょっとそれは非;干;に大きな問姐.で

すから。

もうひとつ細川先生にうかがいたいのは、 ra~1の文化j っていうのは、今でも意見は変

わらないとしたならば、文化っていうのは、まあ確かに自分のL司辺の.....。例えば私

は日本人ですから、日本の文化を自分なりに習得している、っていうのは肱ヵ、にとよえ

ますよ永しだけれどもやはりそれは、大多数の日本人がするであろうようなもの、た
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とえば食生活ですね。実はアメリカに人生の半分以上いても、相変わらず食生活は変

えないで、踏襲を織持してますけども、待て震うのかなあ、文化が、本当に舗の文化

って言うのがあり得るか、っていうことですね。これはさっきの先天的か後天的かっ

ていう間患と罰じように患の駿に引っかかるんです。

細川:2つの問題ですね。 1つはそヂノレを作ることが大事だという話ですけども、識かに

今まで近代科学はそのようにそヂルを爵指して謹選してきたわけですよ。しかしそれ

で、本当にいいんだろうか、ってことなんです。もちろんそれぞれがそヂルを部ると

とは確かに出来ると思うんですが、そのそデルというのはやはりその人の解釈であり

その入のイメージであり、説明です。でも、一つのそヂルを作ったからといって、そ

れを教育にR;帰すれば教背がうまくいくんだ、という穣類のものではない、という風

に転は考えています。

それからもう 1つ、 f舗の文化jという表現は95年ぐらいから硬い始めてるんですけ

れども、それは非掌に象徴的な嘗い方で、今I3IfJしました f文化の鶴人化jというほ

うがむしろわかりやすいかもしれませんけども、それはどういうことかというと、『楢

人が自分のJ思考と表現の過聴の中で様々なものを取り込んでいって、それを自分の文

化として他者とインターアクションしていく jこと、それが文北の鶴人化というふう

に考えています。教野さんのおっしゃる、 f日本人としてこういう傾向がある。だから

これは日本の文化ではないかj というのは、私は、文化そのものではなく文化識だと

いうように奮います。文化そのものではなく、文化についての説明・解釈という風に

考えています。

牧野:そうすると、誕の文化っていうのは、もう否定していらっしゃる?

締川:いえ、いやいやそれはだから、 symboliqueっていうか象徴的な意味で、それを簡の

文化、というタームで表現しているんです。

牧野:ああ、だけどそれを故意しないと誤解されますよね。

線J1( :それは私の間賠じゃなくて、誤解する方の問題です。

牧野:いやだけども大勢の人が誤解したら濁る乙ゃないですか。f個の文化jっていうのは、

字義過りの解釈をすると、f文化は全く個人から出てくるJ、そういう印象を持つんで、

ちょっと……。ただf文化の個人部jっていうのはこれはよくわかるんですよ、私Ji..

確かにそういう諾はあるわけです。告分が護っている文化を自分がどういう思に受け

止めるかということ記よって社会化されていくという過程は非常iこわかりやすいと恩

うんですね。で、モデルっていうのはちょっと大きい関揺ですのT、ここで止めてお

きたいと患いますが……。
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ザラト先生にですが、先ほど社会学者は基本的にはすべてのものを後天的な現象と見

るということ、これは置いておいて』一一そこは私と決定的に逃う点ではあるんですが、

その他色々実例があったコード仰析については、大変而白く拝聴いたしました。その

中に地政学として多少詑IllJのことが入ってきたと思うんですけども、パリでオーギコa

スタン・ベノレク ûgustinserqucという先生が、 WVivrcl' esp凡ceau ]aponj (W空IItl

の日本文化~)という本をUb、ていらっしゃるんですが、私はその内と外ということを

言ってるんで、空間的なこと、空)(.Il的に文化をどう使うか、っていうことは、非常に

大きい而白い問Miiだと思うんですね。それカ zら、見えない文化との関係で・ー搭品ー初に

出てきたエドワー|ご・ホールEdw<ll'dHallっていう人が、アメリカでhiddendimCllsion 

(かくれた次元)ってことを言っていますが、これはいわゆるコミュエカティブ・ア

プローチよりも温かに先に出てきている、そういう見えない文化。プランスでは

Augustin ßerque っていうのがJj，~;:;に而向い。日本:の文化を空間的に解析しています。

それで、一つだけ質問があるんです司が、一番最後のほうで、文化というのは他の色々

な隙々なイメージ、 reprcsernationde )' autreとおっしゃっていましたが、その

}' L1utreっていうのは何なんでしょう。

ザラト:まず応・初に言えることは、「他jというのは、打、ではないということですねo1既念

どして考えるともっと被慨になるわけですが、官、は語学教師を義成してますので、語

学の教室に戻します。例えば日本誌を教えているクラスであったら、他というのは「日

本人じゃないもの、日本人じゃない人Jという風にとれますね。ですけれどもこの「日

本人じゃない人Jというのも、組数の他になるわけですね、色んな人がいるわけです

からの「日本人じゃないとJ十把一絡げにしてしまってもいけないわけで、もちろんそ

こには複雑な f他」があるわけです。被数のf{也jがあります。もう一つの解釈とし

ては、息の中にあるもう一つの「他J という事がに‘えると思~.、ます。それは私の中に

持っているもう一つの私、というJ!Rにもとれると思います。そのもうーつの私を、荘、

は舵在することもできるし伏く迎え入れることもできると思います。大変失礼かもし

れませんけれども、先ほどの牧野先生の例を引かせていただきますと、アメリカに暮

らしていらっしゃりながら日本食をまだ食べてらっしゃる左いうことについては、ど

こかやはり、変な食品を食べているアメリカ人への担否というようなものが読み取れ

るのではないかと思います。教師という仕事では、やはり、どんどん簡単にしていっ

て学生に色々と教えなきゃいけないというようなことがあるかど!旦いますが、簡単に

するということが単純化していくと L.、うことになってはいけないと思うんですねu 特

に語学教自i!iの場合には、できれば一一希望的制¥'1かもしれませんけどもー一学生に組

雑さというものを体験してもらって、その桜雑さの良さを、どんどん体験して、身に

{寸けていってほしいと原買っています。

牧野:そうするとですね、 l'，luLreっていうのは、桜数形でいいわけですか。括弧付きの
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sを付けてもいいんでしょうか私それからもう一つは、このγautreっていうのは

今のところは人しか入ってませんけれども、人以外のもめはl'間 tre'こ入らないんで

すか。

ザラト:社会学というの法人簡を研究する学問ですので、 l'autreというとやはち人関に

限られますね。 γautreを接数にするかどうか、ということについては、私は複数大

鰐きですので、 l'autreが 1es剖主resになっても金熱かまわないと患います。

教野:そうすると、そこがまた社会学の制約になってくるんじゃないですかねe つまり人

間しか入らないとなると、たとえばアニミズムの接続とか、そういうものは除外され

てしまうわけですよね。

ザラト:大丈夫です。

牧野:大丈夫?

ザラト:もちろんです。人間がどのように、その鞠と関わっているかということを研究す

るわけですから、全然それは問題ありません。社会学的課躍に含まれると患います。

その物にどういう意味を含めるか、人間がどういう意味を与えるか、ということは、

もちろん硬究対象になります。

牧野:2入にちょっともうひとつ鍵閉があるんですけども、エドワード・サイードってい

う人がいますよね切で畿の fオヲエンタヲズムム fオヲエンタリズム3は非常に著名
会本で、被は色んな袈~IJを受けたために、異文化とは伺かという強い疑問委と撞いてい

るわけですよ。そもそも異文化は存夜するのかしないのかということも問題にしてま

すけれど、そのことについてどうお考えか聞きたいんですが。

ザラト:彼〈エドワード・サイ}ド〉は植民地化されてその下で苦しんだ体験を元にして

往々と書いているわけですね。畿は少数派であったということを寄き、その体験を利

用しています。色々金一←2つの文化が鯨突する際に、占領した、カの強い方iまか号

でなく、その下の一一占領下にある入間にも文化がある、ということを叫んでいますe

文化はコードですけれども、このコードっていう雷葉も複数にしなければならないと

患います。社金は様々なコードを持っていますが、どのコードが他のコードよりも犠

{立に立っかという問題が起こるわけですね。もちろん植民地イ記された場合には、占領

者のコードが罷{立は立って、能鰻された側の人たちのコードが下に来てしまう。でも

そういう人間だってコード者持っているよと雷ったのがエドワード・サイードのポジ

ションだと患います。ですから牧野先生、私の雷っていることに色々と加勢してくだ

さいまして、どうもありがとうございました。

締)11:私は、他者理解というのがすなわち典文化理解だと考えています。ただ、自己と抱
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者というのが全く別のものというのではなくて、恐らくどこか抵なりあうところがあ

りますね。それはたぶん牧野さんのおっしゃる文化論ということと、繋がるものがあ

ると思うんですが、でもそれが何であるかというのは非日に流動的かっ被数であって、

その複数のものが常に動いているので、相、たちは簡単に「ここからここまでが同じで

ここからここまでが逃う j ということは言えない、という状況であろうと思います。

質疑・応答

参加者A:牧野先生のアニメの段業は「日本文化を教えるj とし、う形ではなく、「自分た九

が好きなものをみんなでj という形として、とても良かったと思うんですが。宮崎肢

は日本文化の代表、というわけでもありませんし。

牧野.おっしゃるように、宮附肢は日本文化のチャンピオンじゃない、と思いますね。-

つの芸術作品にすぎない、とも思います。学生の大半は而白いと思ってくれています

が、それが日本語教育のー環に組み込まれていると、?としみになるわけです。その点

は仕方が無いと思いますね。一学期それだけに貨やすってし1うのは、大変に考えまし

たね、やっぱり。でもー稲の冒険だと思って入ってしまったわけです。結果的には一

一例外は一人二人いますけれども一一彼らの評価によると、やはり良かった削、うこ

とですから、まあ良かったなあ・・・ーと。

参加者 B:W千と千サーの神隠し』の中で、学生たちにとって非常に理解が難しいというか、

牧野先生が、学生たちの理解が外れていると J，i~ じられたような場所、わかりにくいな、

わかっていないな、というところはありましたでしょうか。

牧野:全体がわかりにくいです。彼らは尖~i;äl:&で見てるわけですね。言語が入ってくると

非常に難しくなるんで、初めから終わりまでー.• • • ~I: 1+;.に、まらそういう;古.:I~~では確か

に難しいですね。苦あれば楽ありというか、 Ja後f;t......3年生としては逮li知i惑は確か
にあったと思いますが、苦しみ方は-一…もちろん出来ない学生ほど苦しいわけですけ

れども、それなりに楽しめる部分を発見しては日本誌で発話しているという点は、良

かったんじゃなし、かと思いますね。だからどの部分が特に難しかったかということは

言えないと思うんです。

参加者 C:牧師'先生の綬業では、説明は全部日本誌でされるんでしょうか、それとも煤介

語、{7"IJえば英語を使っていらっしゃいますか。

牧野:日本語だけです、 3年生以上一一実は2年':1::もですが、できるだけ・英語は使わない

ということにしていますから。ただ、 11年々、英語でdli:かれたものを渡すということは

ありますね。自分で説んでおきなさい、ということで。こういうコースでは英語で芹

かれた日本文化、アニメ論などを読んで、下地を作ってお〈ということはしますけれ

ども、やはり日本活の授業ですから、授業では全部日本語ですね、 J志木的には。
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参加者 D:締)11先生、ご講識の中で、雷語活動環境惑と設計するのが教邸の設嘗iだ、という

ことをおっしゃっていたι思うのですが、参考文献ジストの中で、実際にどのような
環境設計をされたのか、ということがわかるものを教えてください。

綿)11: r考えるための日本語』というのがあります。 2004年のものが理論編で、もうひと
つ2006停に出たものが実賎綴です，半年の授業に沿って再現いたしましたので、これ

を併せて読んでいただくと、おわかりになるかとJ思います。

参加者意:細川先生に。私の担当クラスi立、 iまとんどいつも初殺なんですが、初級でどう

やって(先生の方法を)使うのかということ。そこら辺のー蓄が、{先食の欝漬には)

いつも足りないと思うんですね。現場に使う先生の考え方が伺かあるとa患うんですが。

締JIJ:ご紹介した本を読んでいただくということが一つの方法ですけども、意から荷か持

っていくというよりは、ご自分の中から、何がどう引っかかるのかということをよく

内省されて、それを手掛かりにされるのが良いι患います。それから、初級の学翠者
への対応については，すでに直接法の研究の中で，かなりのことが明らかになってい

ます。直接法の大先はフランスのFrancoisGouinという人で、それ密日本語教脊では

山口事一郎が入手し、それが長沼恵兄や木村宗男という人に伝わり、現在に軍ってい

るという歴史があります。…しかし、決してi寵接訟は麗法の杖で為るわけではありま

せん。何らかの解決法は恐らく質問者ご自身の中立あるんですね、それを見つけるこ

とが重要だと，患います。それ以上のことは私は申し上げられません。

参加者 F:教師が授業の中でどういう役買を持っか、ということですが、牧野先生のアニ

メの詣では、やはりコードを先生が見つけてきて、そして fこれが開本のコードですj

と出す。私はそのように理解しました。ところが細川先生にしてもザラト先生にして

も、教部の役目というのは、コードを出してきて提示して、というのではないですね。

そうではなくて、教師というのは仲介者の投割をする、ということでした。先ほど縛

)¥1先生が f偶の文化jではなくて、 f文11::の偶人化jということをおっしゃっていたと

患いますけども、牧野先生の果えした教師の役割というのiまいかがでしょうか。その

クラスでは f文北の個人化jというものがあったというようにお考えになりますか。

牧野:私は基本的に、ソーシヤノレ・メヂィエーターというかブアシリテーター、そういう

立場で教育してるんですね。だからこのアニメの時でも、こちらが説明せずるを樽な

い事実関係の情報、例えば古事記の情報等はもちろん私が雷いますけども、そういう

ことも今はgoogleか僻かで自分で調べられる時代ですから。まあ基本的iこはそういう

立場ですね、はい。

ザラト:拡治主総diateur(仲介者・調整者〉という設業を能う時には、もちろん牧野先生

のおっしゃったような面もあるんですが、一番設いたいことは、もっと接綾な状況に
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なった場合にあります。例えば文化関係のqlで tensiol1があり対立してきた、そうい

う時に medi ，ltcur調整者でなければいけないのが教師だと思います。現在は比較的平
和な世の中を都らしていますけども、フランスと日本とのIlfJで何か問題が生じたH寺、

ですね。今フランスと中国の間で問題が生じてますね。 そのH寺には教師は m~diateur

メディエーターとして直接の討論・議論から距離を置くとし、う態度が必要だと思いま

す。そして、ある程度その議論の中で、仰というか対立する部分を減らしてし、く、と

いうような m6diateur としての役割というのがあると思うんですね。距)il(~を位くとい

うこと、そして距離を置くということを教えること D それがやはり、教師iの役割の亘

裂な部分じゃないかと思います。

細川 .今の参加者"r:さんの質問は、 lLが初めにE:った、教師が自分が面白いと思ったもの
を教材に使うことの問題性と尖は密接に閲辿していますね。今日の牧野さんのお話を

伺っている限りでは、学生は結局何を学ぶのか、教師は~{f:生に{刊を学ばせようとする

のか、そこで言語教育と文化教育っていうのがどういう位l世づけになるのか、そして

その中での学生自身の成長の主椛というのは 牟体何なのか、というあたりが私には残

念ながら見えなかった、と ιわさるをi~}ません。 ただこの議論は最後に言った者が勝

ちではなく、恐らく場所を変えて、アメリカで、また日本でやらなければならない、

と自覚をしています。

牧野:私は日本語教育長いんですけれども、相、がMが目的で日本政教育やってるかってい

うと、たいてい日本J¥行く学生は教えた学生の僅かですので、彼らを居ながらにして

複眼思考というか、自分だけの眼鏡で見るんじゃなくて、他人の目で見られるように

(させたし、)。だから教師もそのあおりで、もちろん被服思考にならざるを得なし、わけ

です。

c文・字起し 山本冴里)
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